
配偶者暴力等被害者支援緊急対策事業（概要） 

  

一方で、 

○配偶者からの暴力の相談窓口を知っている者 ２９．０％ 

○被害をどこ（だれ）にも相談しなかった者 ６１．０％ 

                  （平成20年度内閣府調査）  
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配偶者からの暴力に関する相談件数

＜ＤＶ被害に関する相談件数の増加＞ 

   

  配偶者暴力相談支援センターに 

  おける配偶者からの暴力に関する 

  相談件数は右肩上がりで増加 

    ・・・平成21年度相談件数は、 

         平成14年度の２倍超 

72,792件 

被害が潜在化している可能性   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パープルダイヤル ―性暴力・DV電話相談― ０１２０－９４１－８２６ 

＜ＤＶ，性暴力被害者＞ 
 ○被害をだれにも相談できない 

 ○自分の受けている行為が 

  暴力なのかわからない 

 ○相談先がわからない 

 ○利用できる支援制度が 

  わからない 

 

＜家族、友人、知人＞ 
 ○身近に被害者がいる  

 ○相談を受けたがどう 

  していいか分からない 

＜24時間ホットライン＞  

 ○電話相談により、問題点を整理し、 

  今後の対応を共に考える 

 ○４つの電話相談回線を設定 

  ①女性相談者 24時間対応 

  ②急性期の女性相談者 24時間対応 

  ③男性相談者 

     平日：午前11時～午後11時 

     土日祝：正午～午後11時 

  ④外国人相談者 

     午前9時～午後9時 

  ※英語、タガログ語、タイ語、中国語、 

    韓国語、スペイン語の６か国語に対応 

  

 地域の相談窓口 

 ・配偶者暴力相談 

   支援センター 

      ・警察 

       ・民間団体 

      ・女性ｾﾝﾀｰ 

   ・福祉事務所 

 ・児童相談所 

 ・医療機関 

・支援制度の紹介 

・必要に応じ、相談機
関・支援機関の紹
介 

 ・継続的支援 

 から自立へ 

  ・今後の対策の 

 検討 

被害者に寄り添った24時間電話相談を集中的に実施 ２月８日（火）～３月２７日（日） 

20歳以上の女性のうち、異性から 

無理矢理に性交されたことがある 

人の割合は７．３％ 

そのうち、 

○加害者と面識があった者 ７５．６％ 

○被害をどこ（だれ）にも相談しなか 

 った者 ６２．６％ 

  （平成20年度内閣府調査） 
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運営体制

女性相談拠点

・40回線程度
・午前10時～午後10時

→30回線
・午後10時～午前10時
→10回線

日本フェミニスト
カウンセリング学会

相談拠点 相談拠点 相談拠点

相談拠点 相談拠点

急性期の性暴力被害
女性相談拠点

・24時間
・２回線
・来所相談

性暴力救援センター・大阪

（ＳＡＣＨＩＣＯ）

ＮＰＯ法人女性の安全と健康

のための支援教育センター

男性相談拠点

・平日午前11時～午後11時
・土日祝 正午～午後11時

・４回線
（２回線ずつのﾛｰﾃｰｼｮﾝ）

関西地域・関東地域

外国人相談拠点

・午前9時～午後9時
・１回線
・６言語

関東地域

主 催

内 閣 府

事務局

財団法人大阪府男女共同参画推進財団

※携帯電話で折り返し対応

英語 タガログ語

韓国語中国語

タイ語

スペイン語

全国女性シェルターネット

相談拠点 相談拠点 相談拠点

相談拠点

相談拠点

相談拠点

パープルダイヤル

０１２０－９４１－８２６

オリジナルガイダンスで
４種類の相談に振り分け

電話の流れ


